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研究成果の概要（和文）： 
2004年インド洋津波の実態調査を元に，沿岸環境も含めた総合的な減災を目指す新しい津波工
学の分野を模索した．被災後5年間のフィールド調査結果を基に，Fragility関数を用いた津波
被害推定手法の提案，流れによる漂流物や土砂移動の実態と予測モデル，さらには，マングロ
ーブなどの植生による減災効果とその限界，最後に，浸食や堆積などの地形変化も含めた沿岸
環境へのインパクトと回復過程の状況を定量的に検討する事が出来た．被害実態や推定に基づ
く復旧・復興の視点を含めたこれらの成果は，低頻度大被害をもたらせる津波への備えや軽減
技術に活かされると期待できる． 
 
研究成果の概要（英文）： 
The development of the Tsunami engineering is discussed through field investigation and 
analysis of the 2004 Indian ocean tsunami and its disaster. The fragility function to 
estimate tsunami damage on housing and human, numerical modeling of debris and sand 
movement by the tsunami and its current, the role of green belt such as mangrove to 
mitigate its impact and their limitation, and comprehensive impact on morphology and 
coastal environment and recovery process have been studied. The results through such 
researches and studies focusing on the recovery under the project should contribute the 
preparedness and mitigation for tsunami disaster with low frequency and high impact. 
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地震およびインド洋大津波による被害はイ

ンド洋全域にひろがり，死者が 23 万人，行

方不明が 4万人を超える史上最悪の地震津波

災害となった．この地域には，過去 M8 クラ

スの地震およびそれによる津波の発生はあ

ったが，これほどの被害規模は我々の歴史の

中では初めてである．なぜ，このように広域

で大規模の被害が起こったのか解明しなけ

ればならない．ハザードの規模や特徴，さら

に地域での防災力さらには脆弱性との関連

で議論が必要であろう．大規模なインパクト

は，人間社会だけでなく，周辺環境や生態系

にも影響を与えた．発生直後の短期的な評価

だけでなく，中長期的に見ていくことが不可

欠であり，大規模災害はインパクトが大きい

がために，回復過程が複雑であり，不可逆的

なものもある．浸食を受けた海岸線は未だに

戻ることなく，現在も元の環境に戻っていな

い状態も観測されている． 

 我が国では，過去の多くの地震津波被害を

教訓に，ハード及びソフトを融合させた総合

的で効果的な津波防災対策が展開され，そこ

で生まれた津波工学の研究分野は世界的に

も注目されている．特に，発生・伝幡・遡上

を含めた津波数値シミュレーションの技術

の評価は高い．しかし，今回明らかにされつ

つあるインド洋での実態には対象にしてい

ない現象もあり，これらを考慮・反映した内

容に改善しなければならない． 

２．研究の目的 

 本研究の目的は，津波というハザード予

測技術をベースに，予防や減災を目指して

いる津波工学の分野に，被害というディザ

スター予測（fragility関数）を加え，人間

活動（コミュニティー）の復旧と復興，さ

らには，地形・生態系の破壊と修復を視野

に入れた減災の技術検討（被災後の修復過

程も含む）を行うこととする．また，近年，

注目されている津波堆積物（砂の層や岩の

移動）の実態も明らかにし，過去の津波の

発生頻度や履歴，さらには，挙動を推定す

るための検討も加える． 

 
３．研究の方法 

 以下の２項目に対して，具体的な手法を

検討した． 

(1) 都市域での津波災害の整理と浸水予測

モデルの改善と利活用 

・被災主要３カ国において被害実態・状況

を明らかにし，津波来襲状況と被害の関係

を整理する（影響表の作成） 

・沿岸での家屋被害を中心とした被害

fragility関数の提案をする 

・バンダアチェ市をターゲットし，漂流物

による家屋被害など新しい来襲状況を考慮

した津波浸水モデルの改良を行う 

・過去・現在・将来にわたる津波ハザード

及び推定被害をマップに統合する 

・統合ハザードマップに基づいた，地域計

画，土地利用，防災施設，などの議論のた

めのデータ・情報を提供．被災地域での復

興プランに役立てる 

(2) 海岸環境への影響と植生機能の評価モ

デルの開発と導入 

・巨大津波により沿岸部での植生や生態に

及ぼした影響を総合的に評価する（影響表

の作成） 

・植生の津波災害軽減の機能と限界の評価

し，津波数値シミュレーションへの導入を

図る 

・微地形などと関連させて，津波による土

砂および珊瑚岩などの移動形態を明らかに

し，移動モデルを構築する 

・過去の堆積層に残された痕跡について移

動年代を炭素同位体などで測定し，この地

域での有史前の津波の発生を検討する．堆



積物試料の堆積学的・古生物学的解析を構

築する 

 
４．研究成果 

 本研究で被害評価については，インド洋津

波災害規模の広域津波被害データ（人的，家

屋被害，植生被害）より，数値シミュレーシ

ョン結果に基づいた被害 Fragility関数を提

案しその適用性の検討を実施できた．他地域

の適合や一般化および複合化への適応の際

の課題が残り，それを整理した．環境・生態

評価，再生追跡調査については，平成 20 年

度の調査を継続し，形成された地形を復元，

砂嘴・砂州の土砂堆積変化を評価した．特に，

浜堤列平野における津波時の侵食量，陸上に

残存する津波堆積物の堆積量等を見積もり，

地形変化と土砂移動量の定量的な把握を試

みた．他の事例として国内の古津波関連（貞

観津波）の調査について，津波堆積物の面的

な広がりを確認し分析を行できた．その成果

を受けて，津波襲来時の地形を復元し，津波

の挙動やエネルギーの計算に資する地形デ

ータの作成を行った．災害復興プロセルの把

握として，再定住地の全数調査の分析、フォ

ローアップ調査を実施し、特に住宅供給に着

目し復旧・復興のあり方について提言をまと

めた．昨年 12 月 26 日で，地震と津波の発生

から５年を迎えた．本研究では，当初，短期

的な被害実態とその防御を主なテーマとし

たが，現中長期的な影響実態を加え，さらに，

復旧・復興，回復するプロセスも重要と考え，

結果を加えた． 
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